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集
中
改
革
プ
ラ
ン

進
行
中

　現在、鞍手町では、平成 17 年 12
月 27 日に策定された「第４次鞍手町
行財政改革集中改革プラン」に基づ
いて改革を進めています。
　この集中改革プランは、４つの基
本方針と 22 の基本目標、47 の具体
的改革項目で構成され、平成 21 年度
までに約 15 億円の財政的効果を引き
出していくことを目標としています。
　取り組みには、ＰＤＣＡサイクル
を導入し、計画（Plan・プラン）、実
行（Do・ドゥー）、検証（Check・チェッ
ク）、見直し（Action・アクション）
を絶えず繰り返すことで、継続的な
改善により効果を引き出していくこ
ととしています。

行財政改革推進委員会委員
（任期：平成21 年6月10日から平成23 年6月9日まで）

役職 氏　名 選出区分
会　長 亀井　滋 一般公募
職務代理者 武谷位千子 女性代表
委　員 岡㟢邦博 町議会関係
委　員 香原　暹 町議会関係
委　員 小川和男 地域自治関係
委　員 梶栗文一 農業関係
委　員 許斐英幸 商工業関係
委　員 有松弘美 ボランティア関係
委　員 小松原正春 福祉関係
委　員 末永　清 教育関係
委　員 麻生秀生 企業関係
委　員 藤井福吉 企業関係
委　員 田代昭信 企業関係
委　員 小島美智子 女性代表
委　員 五百路恵美子 一般公募

検
証
結
果
を
報
告

■
平
成
21
年
度
、
第
１
回
行
財
政
改

革
推
進
委
員
会

　

平
成
21
年
度
、
第
１
回
行
財
政
改

革
推
進
委
員
会
が
、
８
月
25
日
、
役

場
議
事
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
ま
ず
始
め
に
15
人

の
委
員
全
員
に
辞
令
を
交
付
。
今
回

が
初
め
て
の
就
任
と
な
る
農
業
関
係

の
梶
栗
文
一
委
員
、
福
祉
関
係
の
小

松
原
正
春
委
員
、
教
育
関
係
の
末
永

清
委
員
、
企
業
関
係
の
田
代
昭
信
委

員
に
は
、
町
長
か
ら
直
接
辞
令
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
会
長
の

選
出
が
行
わ
れ
、
一
般
公
募
の
亀
井 

滋
委
員
を
選
出
。
会
長
職
務
代
理
者

に
は
、
女
性
代
表
の
武
谷
位
千
子
委

員
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
第
四
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン

に
基
づ
く
取
り
組
み
の
進
ち
ょ
く
状

況
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
基
づ
き
、
平
成
19
年
度
と
20
年
度

を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
の

取
り
組
み
の
検
証
と
見
直
し
結
果
が

併
せ
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
検
証
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
17

年
度
に
策
定
し
た
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
約
二
十
五
億
の
財
源

不
足
に
つ
い
て
は
、
行
財
政
改
革

に
よ
る
達
成
効
果
見
込
み
約
十
四
億

円
と
基
金
の
取
り
崩
し
約
十
二
億

円
に
よ
り
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
町
の
貯
金
で

あ
る
財
政
調
整
基
金
は
実
質
的
に
は

底
を
つ
い
た
状
況
に
あ
り
、
今
後
の

事
業
展
開
に
当
た
っ
て
は
、
財
源
不

足
を
補
う
原
資
の
確
保
が
課
題
と
な

り
ま
す
。
今
後
の
予
測
と
し
て
現
状

の
ま
ま
推
移
す
る
と
平
成
22
年
度
か

ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
約

六
億
五
千
万
円
の
財
源
不
足
と
な
り

ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
行
財
政
改

革
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平成21年度、第１回行財政改革推進委員会の様子

※
鞍
手
町
の
下
水
道
事
業
は
特
別
会
計
で
行
っ
て
い

ま
す
が
、
中
期
経
営
計
画
の
対
象
と
し
て
計
画
を
策

定
し
て
い
る
た
め
、
公
営
企
業
と
し
て
い
ま
す
。

（敬称略）
↑会長に選出された亀井会長

　

最
後
に
、
公
営
企
業
中
期
経
営
計

画
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、
水

道
事
業
、
下
水
道
事
業
（
※
）、
病
院

事
業
、
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
の
、

四
つ
の
公
営
企
業
か
ら
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
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連
番
13

♦
職
員
提
案
制
度
の
導
入

  

連
番
10
、
12

♦
公
共
事
業
（
町
単
独
土
木
事
業

費
）
の
抑
制

♦
投
資
的
経
費
の
削
減

  

連
番
５

♦
施
設
使
用
料
の
有
料
化
及
び　

減
免
規
定
の
見
直
し

 

連
番
６

♦
企
業
誘
致
の
促
進
と
未
利
用
地

の
処
分

 

連
番
11

♦
敬
老
祝
金
の
支
給
対
象
者
の　

見
直
し

 

連
番
７

◆
交
付
基
準
に
基
づ
く
各
種
補
助

金
の
見
直
し

 

連
番
８
、
９

♦
適
正
な
組
織
体
制
・
人
事
配
置

の
合
理
化

♦
特
別
職
等
の
給
与
・
報
酬
等
の

見
直
し

 

連
番
４

♦
国
基
準
の
90
％
に
改
定　
　
　

　
（
保
育
料
の
改
定
）

改
革
の
進
ち
ょ
く
状
況

第４次鞍手町行財政改革

　

第
４
次
鞍
手
町
行
財
政
改
革
集

中
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、
４
つ
の
基

本
方
針
と
、
22
の
基
本
目
標
を
達

成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
47

の
具
体
的
な
改
革
項
目
（
連
番
１

～
47
）
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
47
の
具
体
的
改
革
項
目
を

実
施
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

平
成
17
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の

５
年
間
で
、
約
15
億
円
の
財
政
的

効
果
を
引
き
出
し
て
い
く
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
平
成
19
年
度
、
20

年
度
に
実
施
し
た
改
革
項
目
に
つ

い
て
、
主
な
取
り
組
み
内
容
を
報

告
し
ま
す
。

平成21 年度までの累積効果額と達成率（見込み）
目標効果額　15億3,039万9千円
平成17年度効果額　39万２千円
平成18年度効果額　2億 8,019万円
平成19年度効果額　３億 7,145万1千円
平成20年度効果額　3億 6,766万円
平成21年度効果額　３億 8,502万６千円（見込み）
効果額計（見込み）14億 471万 9千円

H18
18.3%

H19
24.3%

H20
24%

H17　0.0%

100500

今年度末時点の達成率
91.8％（見込み） （％）

　

平
成
18
年
度
は
千
八
十
二
万
七
千

円
の
効
果
が
出
ま
し
た
が
、
平
成
19

年
度
の
国
の
三
位
一
体
改
革
に
伴
う

税
源
移
譲
に
よ
る
未
納
額
の
増
加
や

平
成
20
年
中
途
か
ら
の
急
激
な
景
気

の
後
退
に
伴
う
所
得
の
減
少
な
ど
の

影
響
も
あ
り
、
結
果
的
に
町
民
税
及

び
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
額
が
増

加
し
、
連
番
２
の
「
滞
納
処
分
な
ど
」

を
実
施
し
て
い
る
も
の
の
、
平
成
20

年
度
ま
で
に
九
百
五
十
三
万
三
千
円

の
効
果
で
進
ち
ょ
く
率
が
二
・
四

七
％
と
い
う
厳
し
い
状
況
に
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
の
３

年
間
で
、
段
階
的
に
国
基
準
の
保
育
料

の
90
％
に
到
達
す
る
よ
う
、
改
定
を
行

い
ま
し
た
。
平
成
20
年
度
ま
で
に
七
百

六
十
八
万
一
千
円
の
効
果
が
あ
り
ま
し

た
。
平
成
21
年
度
は
、
五
百
三
十
一
万

四
千
円
の
効
果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
７
月
よ
り
文
化
体
育
総

合
施
設
の
料
金
改
定
を
行
い
ま
し

た
。
改
定
前
と
比
較
し
、
利
用
者
の

減
少
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成

19
年
度
は
利
用
者
も
増
加
し
、
八
十

四
万
三
千
円
の
効
果
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
20
年
度
で
は
、
利

用
者
数
は
減
少
し
た
も
の
の
百
四
十

八
万
八
千
円
の
効
果
が
あ
り
ま
し

た
。
平
成
21
年
４
月
か
ら
は
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
も
改
定
し
て

い
ま
す
。

　

町
有
地
４
箇
所
、
民
有
地
７
箇
所

の
「
企
業
立
地
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
、

企
業
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
関
係
機
関
へ

の
働
き
か
け
を
行
っ
て
お
り
、
福
岡

県
の
東
京
事
務
所
企
業
誘
致
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
支
援
を
受
け
、
情
報
収
集

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未
利
用

地
の
処
分
に
よ
り
七
百
二
十
八
万
九

千
円
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
ま
で
の
毎
年
支
給
か

ら
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
100

歳
以
上
の
節
目
支
給
に
見
直
し
を
行

い
、
平
成
20
年
度
ま
で
に
、
千
百
三
十

万
一
千
円
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
平

成
21
年
度
は
、
四
百
八
十
四
万
七
千
円

の
削
減
効
果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
に
二
千
百
十
六
万
二

千
円
、
平
成
20
年
度
は
八
百
八
十
二

万
五
千
円
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

累
計
で
は
二
千
九
百
九
十
八
万
七
千

円
と
な
り
、
進
ち
ょ
く
率
は
83
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

退
職
者
を
補
充
し
な
い
こ
と
に
よ

り
、
人
件
費
を
抑
制
し
て
い
ま
す
。

定
年
退
職
者
の
ほ
か
早
期
退
職
者
が

見
込
数
以
上
あ
っ
た
た
め
、
累
積
効

果
額
は
目
標
数
値
を
大
幅
に
上
回
っ

て
お
り
、
平
成
20
年
度
ま
で
に
二
億

千
八
百
十
九
万
五
千
円
の
効
果
が
あ

り
ま
し
た
。
特
別
職
に
つ
い
て
も
、

議
員
定
数
の
削
減
や
町
長
、
副
町
長
、

教
育
長
の
給
与
の
減
額
に
よ
り
、
八

千
六
百
十
七
万
二
千
円
の
効
果
が
あ

り
ま
し
た
。

　

職
員
か
ら
事
務
改
善
や
企
画
政
策

の
提
案
を
受
け
付
け
、
４
年
間
で
31

件
の
提
案
が
あ
り
、
講
演
会
な
ど
の

講
師
料
の
見
直
し
、
各
種
宣
伝
媒
体

の
作
成
、
職
員
旅
費
の
見
直
し
に
よ

り
百
三
十
四
万
四
千
円
の
効
果
が
あ

り
ま
し
た
。

　

継
続
事
業
や
緊
急
を
要
す
る
事
業
の

み
を
精
査
し
、
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
ま
で
に
五
億
三
千
四
百
八

十
二
万
九
千
円
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
は
、
一
億
七
千
二
百
十
四

万
三
千
円
の
効
果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
の
削
減
で
は
、

平
成
20
年
度
ま
で
に
七
千
三
百
二
十
三

万
五
千
円
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
平

成
21
年
度
は
六
百
万
円
の
効
果
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

平
成
19
～
20
年
度

H21の目標
3億8,502万6千円

25.2%

 

連
番
１
、
２
、
３

♦
目
標
収
納
率
の
設
定

♦
滞
納
処
分
の
強
化
や
民
事
手
続

の
実
施

♦
振
替
制
度
の
利
用
促
進
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連
番
21

♦
時
間
外
窓
口
の
設
置

 

連
番
38

♦
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

　
（
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
）

 

連
番
23
、
24
、
33

♦
住
民
参
画
の
推
進

♦
住
民
団
体
の
育
成
・
支
援

♦
附
属
機
関
の
見
直
し

❖
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
つ
い
て

▼
委
員
か
ら
の
質
問

　

平
成
21
年
度
で
、
第
４
次
行
財
政
改

革
が
終
わ
る
が
、
平
成
22
年
度
以
降
、

行
財
政
改
革
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
？

▽
町
か
ら
の
回
答

　

現
在
の
第
４
次
の
プ
ラ
ン
を
手
直
し

す
る
手
法
、
ま
た
、
新
た
な
プ
ラ
ン
を

作
成
す
る
手
法
な
ど
い
く
つ
か
の
方
法

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
は
、
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
行
政
評
価
の
取
り
組

み
も
含
め
一
緒
に
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

❖
行
政
評
価
に
つ
い
て

▼
委
員
か
ら
の
質
問

　

行
政
評
価
の
導
入
の
項
目
に
つ
い

て
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
し
外
部

評
価
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

が
、
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
と
似
た

よ
う
に
感
じ
る
が
？

▽
町
か
ら
の
回
答

　

こ
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
一
つ
の
項

目
と
し
て
行
政
評
価
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
、
経
費
削

減
を
主
と
し
た
取
り
組
み
で
す
が
、
行

政
評
価
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
や
業

務
の
効
率
化
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み

で
す
。
外
部
評
価
に
あ
た
っ
て
は
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
を
含
め
た
外
部
の
専
門
家

や
町
民
の
視
点
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
角

度
か
ら
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
切
り
離
し
て
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

？！推
進
委
員
会
Ｑ
＆
Ａ

Ａ
Ｑ
＆

委
員
の
ひ
と
言

●指定管理者　町などが持つ公の施
設の管理・運営を代行する法人や団
体のことで、議会の議決を経て決定
されます。

↑指定管理者制度を導入した
　総合福祉センター

　

毎
週
木
曜
日
の
午
後
7
時
ま
で
税

務
住
民
課
、
会
計
収
納
対
策
課
、
教

育
課
（
中
央
公
民
館
）
で
時
間
外
窓

口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
平
成
19
年

度
の
総
利
用
件
数
は
千
五
十
九
件
、

平
成
20
年
度
は
千
二
百
五
十
五
件
で

年
々
利
用
件
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
住
民
参
画
の
推
進
」
と
「
住
民
団
体

の
育
成
・
支
援
」
の
項
目
は
、
協
働
の

根
幹
と
な
る
部
分
で
あ
り
、「
協
働
と
は
、

住
民
等
と
行
政
が
相
互
の
立
場
や
特
性

を
認
識
・
尊
重
し
な
が
ら
、
共
通
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
協
力
し
て
活
動

し
て
い
く
こ
と
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
連
番
23
、
33
に
つ
い
て
は
、

必
要
に
応
じ
て
審
議
会
な
ど
の
委
員
の

公
募
を
行
い
、
住
民
の
意
見
を
反
映
し

て
い
く
機
会
を
つ
く
る
こ
と
で
、
住
民

の
参
画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。　

な
お
、

「
住
民
団
体
の
育
成
・
支
援
」
に
関
し
て

は
、
助
成
事
業
を
活
用
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
事
業
２
団
体
が
立
ち
上
が
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
社
会
福
祉
協

議
会
が
指
定
管
理
者
と
し
て
、管
理
・

運
営
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
直
営

と
し
た
場
合
の
運
営
管
理
費
八
千
三

百
十
二
万
五
千
円
に
対
し
、
指
定
管

理
者
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
る
決
算

見
込
み
額
は
七
千
六
百
九
十
八
万
四

千
円
で
六
百
十
四
万
一
千
円
の
効
果

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
連
番
は
、
平
成
18
年
10
月

に
策
定
し
た
鞍
手
町
人
材
育
成
基
本
方

針
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
職
員
の
管
理
職
登
用
は
、
昇
格

試
験
制
度
の
導
入
に
よ
り
門
戸
を
開
い

て
お
り
、
班
長
職
へ
の
昇
格
試
験
で
は
、

平
成
19
年
度
に
女
性
職
員
１
名
の
合
格

者
が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
度
は

女
性
職
員
の
受
験
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
本
年
４
月
か
ら
施
行
し
て
い
る

鞍
手
町
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
主

旨
も
踏
ま
え
、
今
後
も
性
別
を
問
わ
ず

管
理
職
登
用
の
機
会
を
設
け
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
度
に
は
、
地
方
税

の
滞
納
処
分
や
処
理
に
つ
い
て
高
度
な

知
識
や
技
能
を
修
得
す
る
た
め
、
福
岡

県
市
町
村
税
務
職
員
実
務
研
修
に
職
員

を
派
遣
し
、
さ
ら
に
、
地
方
公
務
員
法

に
関
す
る
高
度
な
知
識
の
習
得
の
た
め
、

中
央
研
修
所
（
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
）

の
研
修
講
師
養
成
派
遣
研
修
に
１
名
の

派
遣
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
20

年
度
は
人
事
交
流
・
派
遣
研
修
に
か
か

る
取
り
組
み
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

文
化
体
育
総
合
施
設
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
効
果

が
見
込
め
ず
、
施
設
管
理
体
制
を
見

直
し
、
直
営
で
運
営
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。
経
費
削
減
の
た
め
平

成
20
年
４
月
か
ら
中
央
公
民
館
・
長

谷
別
館
の
管
理
人
を
廃
止
し
、
機
械

警
備
や
管
理
委
託
へ
移
行
し
ま
し

た
。
ま
た
、
体
育
施
設
の
監
視
人
も

業
者
委
託
へ
移
行
、
清
掃
業
務
委
託

に
つ
い
て
も
清
掃
員
を
削
減
し
、
平

成
20
年
度
は
、
四
百
八
十
六
万
円
の

効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
4
月
に
課
室
局
の
統
廃

合
に
よ
る
再
編
を
行
い
、
そ
れ
に
あ

わ
せ
て
、
係
制
を
廃
止
し
、
グ
ル
ー

プ
制
を
導
入
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

導
入
後
の
効
果
や
課
題
に
つ
い
て
検

証
を
行
い
、
修
正
・
改
善
を
加
え
な

が
ら
効
率
的
な
組
織
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
業
務
量
に
応
じ
た
適
正

配
分
」
で
は
、
役
場
全
体
の
事
務
量

を
調
査
し
、「
第
４
次
鞍
手
町
定
員

適
正
化
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

「
課
室
局
の
統
廃
合
」
と
「
グ
ル
ー

プ
制
の
導
入
」
に
伴
い
事
務
分
掌
を

見
直
す
こ
と
で
、
平
成
21
年
4
月
現

在
の
普
通
会
計
職
員
数
は
百
三
十
一

人
で
平
成
17
年
４
月
と
比
較
し
て
25

人
の
減
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

連
番
39

♦
文
化
体
育
総
合
施
設　
　
　
　

　
（
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
）

 

連
番
17
、
22

♦
行
政
評
価
の
導
入

♦
行
政
情
報
の
公
表
公
開

　

平
成
19
年
度
よ
り
行
政
評
価
推
進

委
員
会
、
実
務
担
当
者
で
構
成
す

る
行
政
評
価
研
究
会
を
設
置
し
、
制

度
設
計
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
20
年

４
月
か
ら
全
職
員
を
対
象
に
業
務
日

誌
の
運
用
を
開
始
し
、
人
件
費
を
含

め
た
総
コ
ス
ト
を
把
握
す
る
取
り
組

み
を
始
め
る
と
と
も
に
、
評
価
制
度

を
具
体
化
し
た
施
行
的
な
評
価
を
行

政
内
部
で
行
い
ま
し
た
。
平
成
21
年

度
に
は
本
格
的
に
制
度
を
導
入
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
住
民
の
意
向
を

評
価
に
反
映
さ
せ
る
た
め
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

行
政
評
価
の
客
観
性
や
透
明
性
を
高

め
る
た
め
、
行
政
外
部
の
専
門
家
や

公
募
委
員
な
ど
で
構
成
す
る
外
部
評

価
を
導
入
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
評
価
結
果
を
広
報
誌
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
、
よ
り
具

体
的
な
行
政
情
報
の
提
供
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

連
番
30
、
31
、
32
、
34
、
35

♦
女
性
職
員
の
管
理
職
登
用

♦
異
動
希
望
申
告
制
度
の
導
入

♦
昇
格
資
格
試
験
制
度
の
導
入

♦
人
材
育
成
基
本
方
針
の
策
定

♦
広
域
的
な
人
事
交
流
・
派
遣
の

検
討

連
番
25
、
26
、
28

♦
課
室
局
の
統
廃
合

♦
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入

♦
業
務
量
に
応
じ
た
適
正
配
分
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連
番
40

♦
大
谷
自
然
公
園　
　
　
　
　
　

　
（
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
）

 

連
番
41

♦
鞍
手
町
葬
斎
場　
　
　
　
　
　

　
（
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
）

 

連
番
42

♦
鞍
手
町
衛
生
セ
ン
タ
ー　
　
　

　
（
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
）

 

連
番
47

♦
鞍
手
分
校
の
存
続
・
統
合
・
廃

校
に
向
け
て
の
検
討

 

連
番
43

♦
剣
第
二
・
西
川
第
二
保
育
所
の

民
営
化

第４次鞍手町行財政改革

■
水
道
事
業

　

平
成
20
年
度
水
道
料
金
に
お

い
て
現
年
度
収
納
率
は
九
十
八
・

七
％
で
、
滞
納
分
は
九
十
二
・

七
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
未
納

者
に
対
し
て
は
、
納
付
催
告
や
給

水
停
止
等
の
処
置
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
度

か
ら
浄
水
施
設
の
改
修
に
着
手

す
る
予
定
で
、
そ
れ
に
あ
わ
せ

水
道
料
金
の
検
討
な
ど
も
行
っ

て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
下
水
道
事
業

　

今
後
は
住
宅
密
集
地
で
あ
る

中
山
地
区
（
北
区
、
上
新
橋
区
、

西
区
、
い
牟
田
区
）
の
整
備
を

積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
病
院
事
業

　

医
師
２
名
が
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
読
影
医
を
取
得
、
放
射
線

技
師
３
名
が
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

技
術
認
定
を
取
得
し
、
よ
り
正

確
な
検
査
お
よ
び
診
断
を
実
践

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。

■
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業

　

施
設
利
用
者
の
増
加
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

土
曜
日
を
開
設
し
た
こ
と
に

よ
り
、
平
成
20
年
度
は
前
年
度

と
比
較
す
る
と
１
日
平
均
4.5
人

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

❖
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て

▼
委
員
か
ら
の
質
問

　

地
域
の
人
か
ら
民
営
化
に
な
っ
て

サ
ー
ビ
ス
が
良
く
な
っ
た
と
話
を
聞
い

て
い
る
。
残
り
の
３
園
も
民
営
化
す
べ

き
と
思
う
が
、
今
後
の
展
望
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
？

▽
町
か
ら
の
回
答

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
送
迎
や
プ
ー
ル
教

室
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
で
町
と
の
違
い
が

で
て
き
て
い
ま
す
。
当
面
は
、
現
状
の

体
制
で
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
民

営
、
町
営
の
そ
れ
ぞ
れ
の
良
い
部
分
を

取
り
入
れ
て
連
携
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

❖
提
言
や
要
望
に
つ
い
て

▼
委
員
か
ら
の
提
言

▽
室
木
小
・
西
川
小
の
統
合
の
検
討
に
つ
い
て

　

隣
同
士
の
学
校
の
統
合
だ
け
で
は
な

く
、
鞍
手
町
全
体
の
計
画
を
先
に
立
て

る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。
小
学
校

も
中
学
校
も
含
め
て
鞍
手
町
の
学
校
の

体
制
が
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
と
い
う

こ
と
を
先
に
立
て
て
、
そ
の
基
本
計
画

に
沿
っ
て
統
合
を
進
め
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

鞍手町　行財政改革 検索

公表しています
　鞍手町では、第４次鞍手町行財政
改革集中改革プランと公営企業中期経営計
画を公表しています。役場総務課（役場２階）
の窓口で閲覧できるほか、町のホームペー
ジでもご覧になれます。また、ホームペー
ジには、会議の資料や議事録なども掲載し
ています。

↑存続することとなった鞍手分校

中
期
経
営
計
画

　

平
成
19
年
7
月
か
ら
指
定
管
理
者

に
よ
る
管
理
運
営
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
平
成

20
年
度
ま
で

に
、
三
十
万

九
千
円
の
効

果
が
あ
り
ま

し
た
。
平
成

21
年
で
は
、

三
十
二
万
三

千
円
の
効
果

を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

平
成
18
年
10
月
か
ら
指
定
管
理
者

に
よ
る
管
理
運
営
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
平
成
20
年
度
ま
で
に
、
二
百
四

十
三
万
二
千
円
の
効
果
が
あ
り
ま
し

た
。
平
成
21
年
度
で
は
三
十
二
万
七

千
円
の
効
果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
10
月
に
「
鞍
手
分
校
あ

り
方
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
鞍

手
分
校
の
存
続
ま
た
は
廃
止
、
財
政

面
と
教
育
機
関
と
し
て
の
問
題
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
検
討
委

員
会
で
は
、財
政
面
か
ら
見
た
場
合
、

現
在
の
状
況
で
は
町
財
政
に
大
き
な

影
響
を
あ
た
え
る
よ
う
な
状
態
と
は

思
わ
れ
な
い
こ
と
や
、
生
徒
数
の
推

移
も
急
激
な
減
少
傾
向
で
は
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
今
後
も
特
色
あ
る
学

科
・
コ
ー
ス
や
教
育
課
程
を
編
成
す

る
よ
う
期
待
し
、「
現
状
で
は
、
鞍

手
分
校
は
存
続
が
望
ま
し
い
」
と
の

結
論
に
至
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

後
、
鞍
手
分
校
の
運
営
状
況
が
大
き

く
変
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
は
、

改
め
て
廃
止
に
つ
い
て
検
討
が
必
要

と
の
協
議
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
８
月
に
「
室
木
小
学
校

と
西
川
小
学
校
の
統
合
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
平
成
20
年

９
月
と
10
月
に
検
討
委
員
会
を
実
施

し
、
平
成
21
年
２
月
に
は
室
木
小
学

校
区
へ
、
３
月
に
は
西
川
小
学
校
区

へ
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

後
、
検
討
委
員
会
を
重
ね
、
と
り
ま

と
め
を
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
4
月
か
ら
各
小
中
学
校

や
鞍
手
分
校
、
古
月
保
育
所
に
お
い

て
用
務
員
委
託
を
廃
止
し
、
警
備
会

社
へ
の
警
備
委
託
を
開
始
し
ま
し

た
。
平
成
19
年
度
、
平
成
20
年
度
は
、

い
ず
れ
も
千
七
十
九
万
三
千
円
の
効

果
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
21
年
度
も

同
額
の
効
果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

保
育
所
の
民
営
化
の
検
討
を
行

い
、
保
育
所
民
営
化
に
係
る
移
管
法

人
選
考
委
員
会
で
、
応
募
さ
れ
た
社

会
福
祉
法
人
の
選
考
を
行
い
ま
し

た
。
保
護
者
へ
の
説
明
会
を
開
催

す
る
な
ど
の
準
備
を
経
て
、
平
成
21

年
３
月
31
日
を
も
っ
て
剣
第
二
保
育

所
、
西
川
第
二
保
育
所
の
移
管
事
務

を
す
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
10
月
か
ら
指
定
管
理
者

に
よ
る
管
理
運
営
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
平
成
20
年
度
ま
で
に
、
千
百
十

万
一
千
円
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
で
は
五
百
八
万
五
千
円

の
効
果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

 

連
番
46

♦
室
木
小
学
校
と
西
川
小
学
校
の

統
合
に
つ
い
て
の
検
討

   

連
番
45

♦
学
校
用
務
員
委
託
の
廃
止

公
営
企
業
の
改
革
プ
ラ
ン
で
す


